
19世紀以降のフランス公立学校における

非フランス語話者の子どもたちに対するフランス語教育

はじめに

利、に見取1)図を示すことを勧められた〔非フランス語誹打の子どもたちに対するフランス許誹文

育という〕問惣は、長い隔フランス人歴史家にば無悦さ九てきた。それも二爪の愆味で1延焼され

てきたのである。私がこの岡題に関心を持ち始めた1980年代初頭の時,,Xではーすなわち、1976年

に出版されたアメリカ人唾史家ユージン・ウェーバーの r膿民をフランス人ヘーフランス腿村都

の近代化山』のフランフ、語版が出版されようとしていた時刈であるー、それはかなり新しい問題

であった。アンドレ・アルマンゴーは、 1974午に騰催されたシンポジウム「18世紀から現代まで

におけるフランスの地域鬮と地城主鞍」で行った縦告において、「フランス語使用の進屡と同時

に起こった地域譜の後退は、則述いなく19世兇の我が国の文化史における主要な特徴である。し

かしながら、この問題はこれまで嬬史家の注司をひくことはなかった。それはあたかも初めから

統立し存在していたフランスの一体除というラヴィス的概念が、多かれ少なかれ纛誥灼に厭史家

に認、識されていたかのようである吻」として、こうい0たパラドックスを明らかにしてぃた。

フィリツプ・ヴィジエは、 1979年に出Lた論文の1子論でこの雑告について喬及し、「それ以来状

況はほとんど改・辨されていない」と強嗣してぃる劇。

それでも、〔19世紀以来のフランス語と地綾語に以1する〕この疑史とツランス椎民地主碇の歴

兜との結びつきはすでにきわめて明白なものとなっていた。おそ巧く〔非フランス研,;舌者の子ど

もたちに対するフヲンス語救台にっいての〕研究の荊進に量も貢献したのは、この"'びつきであ

ろう。モーリス・アギニロンは、 rアナール」'志にi井いたユージン・ウェーバーの祐二詐につぃて

の浮評の小で、フランス西都や南部の農民の「フランス人化」の正当姓という問題は、多くの同

時代の人々にとってアルジェリアやセネガルの「フランス人化」と岡じ問恕だとぢえられていた

と述べた。そして、アギュロンは「この二つの現染は災なるという結論に至った山」ウェーバー

に同意したのであった。

ところで、フランフ、別民史にとっての重饗怪がようや心認識され始めていたこの問題は、もう

ーつの問惣、すなわち、移民の問題とも1"会っていた。このテーマも当11、アまで歴兜家の関心、をひ

いてこなかったのである。またもや「アナール」赴斗こおいて、ジェラール・ノワりエルは「フラ

ンスの移民、米開拓の歴史恂」という標題のっけられたマニフェスト的な論文を玲86年に発表し

ている。ただし、この諭文では雄民地主鞭と脱柚民地化後のその朧粋はほとんど闇題にな0てぃ

ない。1嘘一、りニシアン・フェーヴルとマルケ・ブロックが植民地帝国に執着してぃた理由が、

彼らの移民史への関心の欠如から多少な1)とも説明されている程度である。
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蟇するに、ここで取り上け'ようとするのは二重の歴史である。それは二厘Hヒされたものの歴兜

であるが、その複耕1生ゆえに排'・{・,1聿の二頂対立的な論理には陥らないものである。玲60-70年代

に一部で告発されたΠ司内植民地主碇向」と、帝国において実践されたようないわゆる池民地主

軽との比較の問題からは、一碇豹な答えをひき出すことはできない。また、移民H」自の子どもた

ちの統合の問題^まずは学校を通じた統合であるが^については、彼らの出身地がどこであ

ろうと洞じように扱われることはできない。上1、下ではこうした歴史について、 3つの段階に分斗ナ

て戸n灸討'したい。第一段1砦は、ユージン・ウェーバーカ姉π究した時期に相当する。両火戦冏期ま

では、規則による学校での地域語の使用禁止とその日常的使用という二重性で特徴づけられる喝

期である。第二段階は、洞化の意志を保つことが一必ずしもフランスで話される言語の多1於性の

承認、を妨げなかったことが明らかな時期である。第三段階は、ここ半世紀中に起きている変化と

断絶の時期である。

国家の単一言語主義とダイグロッシア〔二言語併用〕

フランスにおいて、国家の単一、苛語li1熊と呼ぶにふさわしいものは、それ矧体2つの逝産から

引き継がれたものである。それはアンシアン・レジーム蛸の、すべての公文鄭は「フランスの葡

清」で公布されなけれぱならないことを定めた15諦年のヴィレール=コトレの王令、そして 1'出

紀後の、フランス語の「おι難を延める」口的で1635年に創設されたアカデミ フランセースに

までさかのぼる。どちらも節分的にあいまいさがあり、 17諦午においてもそれか'完全に消i戚した

わけではなかった。つまり、「フランス人の'語において」といったときそれは11H到領内で使川

さ九てぃる様々な谷語に適Ⅱ」さ九えたということである。1790年に愆法制定議会議aはこのこと

を理解してぃたので、まずは法や政令を地城語に翻訳させたのである。ただしこの試みは経済的

事情でその後断念させられた。ロベスピエール失脚の1週剛前である革命伊辺年テルミドール2

日(1794年7月201論の政令を可決させたのはもう 1つのぢえによるものである。それは鬮家の

単一言語主繋を革命の遺産とするものであった。共和国は、その時反革命と同定される冨縞を排

除する矼H処があると考えたのである。ミシェル・ドゥ・七ルトー、ドミニケ・ジュリア、ジャツ

ク.ルヴェルは、有名な著齊において、この「再語の政治」について研究したm。この本がⅡ"扱

されたのは先述したような1970年代の文脈においてであった。グレゴワール神父によって1790年

8河に災施された絢査に熊点が当てられた彼らの研究は、愆法制定議会が新しく創設したぱかり

の綿県のうち15ほどの県でしかフランス語が使爪されていないという事突を分析するというよ
,{トリ

り、江踏弁彬の人ひ'との慳語や緻習」に渕するこの誌査の成巣に社会的文化的活力を1瑚連付けさ

せようとすることを犯いとしていた。雛示された統訊'とその政治的利形と同じくらいあるいはそ

れ以上に被らの関心をひいたのは、剥査から引き1心されるある祉の恕,像の世界であった。ユージ

ン・ウェーバーをはじめとする19"1:紀を導門とする研究者によって'常にラ辨1される第二の剖査

は、フランスの初等学校の状況について当時の公教育火臣ヴィクトール・デュリュイが1864年に

県知事の責任のもと、大学区学区長、大学区悦学官、初等学校幌学官に対して尖施した綱査であ
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るが、〔ドゥ・セルトーらの何"獣コ比肩しうるような研究の対象とはならなかった。

私の博士論文「共和国の学才之と小さき祖国」の中で示そうと試みたのは、第三共和政下で制定

された、 18S0年6月7Πの学校に関する燐定の^、1qこフランス語は公立学校で仙綿される雌一の言語

でなくてはならないとする条項力「存在するからといって、ここには地域語の根絶をめざす、令般的

で体系的な企図があったと11薪兪すべきでないということであった劇。より靈要で、珂じくらいよ

り厄介な点は、フランス語を知らずに学校に入学した児市に対'してどのような条件、そしてどの

ような力法でフランス語を敦えるかという閥恕であった。ここで、この制踵0刈糾欺を最もよくあ

らわしている議,倫の 1つに立ち返0てみよう。玲88年から1891年までの燭、フェルディナン

ビュイッソンに近い立場の総才見学官イレネー・キャレは、公牧育省の公'1瓣幾剛i捻「教壱芽系、羚命1

に初等学校におけるフランス讓教脊についての論文を3本,仔稿している。 1本睦は「バス・ブル

ターニュ抽力の学校側」でフランス語を敦えるための救授怯につぃて、 2本羽は「初等学校效育

における現用,濡0゜りについて、そして3本1Ⅲよ、 1891年4門15Π牙の巻頭に掲叔された「ツラン

フ、語の初歩を稙民地と保護何iの現地民に教授する力法について」で島る。珂じ原則かこの3本の

'金文の小で、1巨}長されており、それは3 本珂の'倫、文において1リ、十'のように女現されている、「現地

民に刈、しては、母'1吾を習老}・する際のガ法を採撰しなけれぱならない、すなわち被らが普段'1"して

いる,_;,池・を使わずに山:按彼らにフランス姦を敦えるというものである」川j。癌111教行氏が菰綱し

ているように川)、挽学官キ・、,レは、〔フランスの〕地力のJ'哥的敦Υf的状況と憾難地のそれとを

同定Lようとしている。つまり、彼は「ノゞフーブルターニュ地力の契」樹について「状況が完企

に抽民地と拘じである地城締リとして述べているのである。文明化、i三璃的で""別こ同化小才E的

なこの繍訓!であるが、ブルターニュ地力の 1リル、 1剖^年にアルジニリアに'没枇された 3リι一そこ
」【1

では〔ツランス人〕械民行と外倒人の丁・どもたちに対して18部午↓リ,降フニリー法が適那されたか、

現地民の学校敦育は総瞥の貰任下におかれたー、そしてフルジェリアの隣のチコ.ニジアやインド

シナのような保護繊それぞれにおいて、救育削嘆が祠一ではなか0たことを我心ば忘れてはなら

なし、

それゆえ、キヘ,レの救授法と対照的な反例となる人物がまさにチュニジアから登場するのは爪

鑒である。駐在公使ポール・カンボンはこの向じ18綿年に、ルイ・マシュエルに公敦脊の批導を

妥任した。マシニエルは18娼年にアルジェでフラビア詔・'舌者の家族に生まれたアラビア語何1究者

であり山、アラビア誘で島九イタリア謂であれ子どもたちの砥繍での靴疑法の推進者であ0た。

チニニスのアラウィ・コレージュの元校長で、フランドル地力で教鞭を取らなけれぱならない教

員を養成するドゥエ(ノール県の剤蹴勢部鞄学絞の校長になったアルフレッド・ペランが渉文育

芋q汗諭』で桝学官キャレに激しく反応してキ.張したのが、この救授法である。被は、フランス語

を知らずに学校に入クてきた児竜の「賀弱な語粂知溢」を「無焼できる程喫」と扱うことはでき

ない、つまり光童め{知っている rアラブの言謝幻は「フランスの曾菜を覚える補助的な千・段」と

なるのだと熱鋼する。アルフレッド'ペランはまた、劣ご炭で活す言語の駆逐に基づいた学校教育

は無愆昧であることも強嗣した欄)。実際のところ、学校の1,1夕博に比して、ペランが隣U淡とそ

19Ⅲ紀以1峰のフランス公立学絵における非ワランス語'舌告の子どもたちに対するフランフ、.悪效介
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の1馴獲の影糾りと11乎ぶところのしぶとさを我々は確二忍するのである。例えば、 1914年、キャレが

肉分の教授法を発抑できたバス・ブルターニュ地力においては、「すべての者がプルトン語を話

していた帥」。

多様性の認識と両立しうる同化主義的理論

第三共和政の教育政策は言語的次元も含めて共通の風家への溌属感惰を強化することを狸いと

していたが、19世紀から20世紀への転判U珂において、児童心J里学■言語の突状に対するより科学

約なアプローチの最初の発展が、学校でのフランス詔・孝鱒疲去について矛盾した1霜倫を引きj邑こし

たことが硴1忍できる。しかしながら、この議論は対象となっていた住民にはほとんど影郷力を勺・

えなかった。第一次世界大戦はフランスの多様性に対して倒家はゆるぎない支配力を持つことを

示し、フランス語を正しく知ることに社会的有j丹性があるという認、識を広めた。ワルター・キュ

ステルスによれぱ、「多くのフラマン人移民の後覇」がフランス国麻を防衛Lた忠誠は、必然豹

に「特に第二世代のフラマン人〔移民〕のできるだけ早くフランス詔を習得したいという強く広

ホ丘な丁11'1功」の直ミ長』:.にある。

しかしながら、第一次世界ナ゛戒は、教育界に19H年1リ、前のナショナリズム的文化に対'抗する反

応をももたらした。このナショナリズ'、の否定、またこ九とは逆に共駒M苅對内政策に対するモー

ラス主碇的議論、そしてイデオロギー的にもうーつの叛となる n司籍についてのソヴィエト約政

策」の理想化されたモデルがぢ・える新しい影粋、この3者が結ぴ付いた結果、地域語のための場

が要求されるようになった。その場とは地波語が決して迫放されることはなかった共和倒ではな

く、地域語、が公式に認められていなか0た共和倒の学校であった。1925年8打H日の「地域の固

イ美糯idiomsloC則X」についてのモンジーによる通述は、こういった川1待を打ち砕くものであった。

〔モンジー〕火臣は、〔学校への地波語の導入をめぐる〕 tむ活学名や教育学者たちの議論を前に

して、この議論を「教授法の鬪今U と見なしながら、これには介入せず上から見下ろす桝えを示

し、また「生まれたばかりのフラマン言誘擁護運動の要求」がべルギーの「道徳的で愛国的な統

一姓」を脅かしているということを口実にして、 1リ、下のように結論づけた。「非宗教的な学校は、

コンコルダ体制下の教会もそれと似たようなものであるが、 1つのフランスの言語・と競合する複

数の地方の言菜を収容することができないのである。このフランス語への号詩玖は嫉妬深いもの

で、いくつ祭埋幼ξあってもナ己りないものなのである幅り。

それでもなお、同じ時刈に、囲内外国人としてイタリア人に次ぐ二番目の人様となりスペイン

人、ベルギー人より多くなったポーランド人に刈'しては倒汐H淺いとなった。ジャニーヌ・ポン

ティによって許湘Ⅲこ研究されたこの伊抄珂及いは、ほとんど非合法になされていた。河家はその点

に関して賀任を負うことはなく、ポーランド政府と私4¥業、特に影粋力の火きかったフランス炭

鉱中央委員会との協約の枠内で、補助教員が学校の授樂の後にポーランド出身の生徒に言語を教

えることを黙認したに過ぎなかった。当初は、フランス当局によって一時的なものとされたが、

この措櫂は第二次世界大戦中とそれ以後も続けられた。補助教員の数は1926年の器人から、19諦
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年の127人、そしてフランス解放後では287人にまで増加した的。イタリア人との脇ではこうし

たやり力はされなかったが、このフランスの学校への外国人誠劾教員の受け入れは、対象各数は

最も少なかったとはいえフランスで教育を受けるチェコ人やスロヴフキア人の児童に適用された

乎段であった Q924年と1925年に大臣通述が出されている)。だからといってそれは「一解狐薯

に女る文イヒ受容accU11Ⅲationの現象伽)」を弱めることにならなかった。もうーつの例外は10年後

にあらわれたが、それもまた経済的移民流ノ、の必要の結果ではなく、国際的述帯への呼びかけの

ためからであった。フランスは、ナショナリストの反乱軍によって征服されずにいたスペインの

諸地方からの子どもたちの受け入九地となっており、子どもたちの受け人れ態勢を整え彼らに就

学吃保障することを目的として、玲37年8月にパリで設立されたスペイン避難子女委員会の監腎

下に避挑してきた子どもたちが{靴かれることを認めた帥。

価H批こ、スペイン人避挑民が定着した南都諾県において、]920年代以降運動家の洲で地域語の

承認というm、点は活発化しており、その中には靴極的に活動した公立小劃才之教nもいた。かくし

て、 3000人ほどのスペイン人」遡雛民が到来していたアヴェロン県において、 1923年に学校での

オック語を推進する「連盟」が剣設された。その小で最も村立った活動をしていた一人はアン

り,ムーリである。彼は19H年にロデズの冽等胴純学校に入学し、 20歳の時に負儁兵になり仟皮

はソンムの戦いの際に右Hの視力を失った)、最後は生まれ故郷の村コンポリバで芋井空長になっ

ている。彼は、1921年に創股されたフェリプリージュ運動〔プロヴァンス,濡復興を目的として没

ゞしさ ILた又:芸患古村:〕の税ιれを瓢!んだGrclh roe「蓼as 〔Le GTi110n r011e屯atルエルグのコオロキ〕の,じ

同創没者であり、その後エスコラ・オクシタナ〔フェリプリージュの下凱鯏Ⅱ決で1919年に没立〕

の代喪になり、19四年にはフェリフ、jージュの幹郡会Rになった仙。
ノ "

そのとき倒家は、 1951年1河111群去いわゆるディクソンヌ法によってーこの名称は高等師鞄学
り グ LYコ" ノ ",

校卒業生で哲学の中汁俗等教育救疑資格名で社会党議員になったモーリス・ディクソンヌにちな

人でいるー、牧室ぴ力碓をプルトン語、バスク濡、カタルーニャ語、オック語の4つの言漸で剛こ

うとしているところであ0た。かくして、第四共和政は、多くの地域主鞍者が抱いていた希望を

打ち弘W、たヴィシー政府よりわずかに讓歩したのであった。この問題は、近年オック語について

の研薬郡ゴ唖れた雁央研窕によって再検誕さ九ており、その最たるものがフィリップ,マルテルに

よる rフランス語とオック語の学校、聴覚障害と吃音」(2007年)ーこの睡名は、アナトール

ドゥ・モンジー型の国家指導者と社会的基盤のない立場に閉じ込められていたオックi濡復興を主

張する立場の迎動家との岡の長期にわたる採互の無湿郡梓を示唆している岡一と、ヤン・レスプー

のW難二倫文である山。

1950年代そしてそれ以降の塒甥において絲済活動の刺激を受けて起きた移住の波は、地域語の

数育の問題一それは快古主裟者であろうが板左主覇者であろうが、多くの場合民俗学レベルにた

やすく格下けされ得るアイデンティティ上の要求の対象にとどまっていたーと、何"事されつつあ

る「帝同植民地」からやって来た多くの移民が話す言語の問題との弼の関係を1赫築するようなこ

とにはならなかった。外風人児童の学校教宥の問題は、小等教育の大衆化現象の中でいってみれ

19世紀卸、降のフランス公立学校における非ツランス寵需丹著の子どもたちに対するツランス'吾教育
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ぱ溺れ死んでしまった。19和年塒点で、フランスの巾諮等戈育を受ける外国人生徒はわずか3000人、

すなわち36万25船人いる中等效育課荏の生徒の1%にも満たなかった四。ちなみにこの数は今

Πのりール大学区だけの生徒数より少ないが促016年には36万72釘人の生徒が中讐等文育課程に在

1納、そのうち少なからぬ数の生徒が2011」:紀を通して〔当時の〕ノール・ノしド・カレ地方にやっ

てきた移民のa打ヨである。

ここ半世紀における変化と断絶

1920年代に導入された授業時W外の初等学校での外同人袖助教員による授業は、移民出身国が

率先して行った結果であり、大使や候事はこの秘の教育の設糧のために交渉し整備した。この救
字,11"コ

育的というよりむしろ外交的な性格は、玲70年代に「出身言語一文化についての教育細LCO)」

の設蹴を可能にした二国閥恊定とともに強化された。これはフランス生まれであっても地吽・啼刷剖

辺地鰻にルーツのある劣U疾の子どもたちのための、のであった。地中海地城とい0ても最初に刈

象になったのは19袷年のポルトガルであり、ついでイタリアとチュニジア住97'リ杓、スペイン

とモロッコ a俳5午)、ユーゴスラヴィア a辨711り、トルコ(197別1り、そして19別年になってやっ

とアルジェリアとの樹で協定が〒赫告された。細身国で佐成され、,'a身1司の各政府が募染したこれ

らの效於たちは、フランス国民敬育告における一種の非属地主輪休制の恩恋を受けている。彼ら

は孤立しており、特別の教法訓練を受けることなく、ときには冽御するのが困難な外的影糾にさ

らされ、成功が胤明されることのないまますぐに批判の対象になった。その結果、19舗年には13

万'5000人が登鍔■れてぃたが、 201]牟には8万6000人にまで減少した1狗。ナジャット・ヴァロー

黙べルカ七厶矧民教宥大矩は、2016年の新学刈から初等学校に新たに麺際コースを投汝すること

で制度の廃止に瀧手した岡が、これは当*倒との交渉、そしてフランス国民教育省の管!陪から

外れることへの当小国の詞意を前纓とすることになるので、デリケートな問題であった。

扮70年代に始まったほかの2つの変化は、家族再結合政策によって、フランスにやってくる移

民のための継制印り、さもなけれぱ決定的な施設を作る視点、すなわち、属地主輪の宅,においてフ

ランス市民になる準飾をしなけれぱならない移民の子どもたちのための学佼敦育か必斐であると

いう視点において共有された認靴を確認、するものであった。江つ阿の変化としては〕両火城問

期の体糊と述い、1975年の通達はELC0が授業畔問に導入されうることを規定した。同年、実験

的な導入の形でりヨンに「移民の子どもたちの芋q交教育のための養成,,彪報センタ
●:り'七 ゞ、

(C鷲FISEM)」が設1礎され、この試みは1976年から19鍵年にかけて徐心に全大学区に波及して

いった山。〔2つ何の変化として〕左派が政様を握るにはすでに燭難で送挙の敗北も近いと考え

られていたころ、アラン・サヴァリ内1對は移民宗放の子どもたちに対する真の教育政策を問題に

した。コレージュ・ド・フランス現代イスラム社会史教授ジャック・ベルケが、向身に委ねられ

ていた「共和国の学校における杉民山」についての最終報告醤を提"」したのは、サヴフリの後

任者ジャン=ピエール・シュヴェヌマンにあててである。

2つの動きが玲即年代から90年代の変わり目に起きた。それはフェルナン・ブローデルの死後
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出版作のタイトル「フランスのアイデンティティ」1御をめぐる政治的・歴史研究的議論の1沙俳で

あった。一方では、移民のとぎれることのない増jJ批こよウて移民の道具化政策が正当化されてい

た成長期を過ぎて、フランスは大量失業と直面することとなった。そうなると、その移民の道具

化政簗は、玲世紀に「社会問題」として語られていた意味での「移民問題」と、木質主鞭化する

傾向のある「国民アイデンティティ」との冏に継続的な測操を結ぶことになる帥。ジェラール,

ノワりエルは、 19器年に、1970年代幻、降艦んにな0てきた移民の歴史についての古典にな0た総

説・;牛を出版した脚。「フランスの川'墹」において、彼は懸民圃家を D労働市場が1幌術に機能して

いることを確かめる保証人、國民の效師、国際鬨係の当班者、つま1)移民現染の過程における小

心的な役割を果たす人物」岡に仕立て上げた。他力では、一般的にな0た経済焼争に直加して

一英語で喬うところの「グローバリゼーション」がまさしくフランスで席捲した玲部牟代である

がー、白分たちの能力を伝辯というよりは懸念しているフランス人は、外国語学習におけるおく

れを意徽した。1989年、凶民教育省は冽等学校における外国語教育についての大焼模な実験引'画

を1批姑した。このリg染期岡の終わりごろの19紀年には、まだ英耕が引詐獄こ支配的な'語であった

ままであり、小等学校におけるり"染の効果は当初隈延的にしか表九ていなかったとはいえ、この

敦育は定打し多1焼化し始めた山。

こうしたぢ察をもってしても、1璽家の喬繍坤.一主裟の倒恕が再検討されるには至らなかった。

欧升1,げ議会による欧州地峻茶少数盲寵1愆市の採択の2年後に、〔フランスでは〕フランス研の使

増に以1する19鱗年8河 4 H法、採択を主導した文化・フランス謂雁リU・ミの新をとったいわゆる

トゥーポン法が発布された。この法は、フランス語・が歌育、労働、公共サーヴィスの背語である

ことを定めたものである。ところで、このジャック・トゥーボンで勗るが、彼は2005年から2014

年にかけて、彼白身が創設にかかわ0た国立移民氾卜非物館の指J陣'ギ罷会長を務めた後、20N年7

"17Π1リ、降、 4 つの既存機鬨「共和住1オンブズマン」「子ども擁,荏官」「差別禁止斗U亭のための高

等機劇任・1ALDE)」「安余傑障山速}1導業倫理雁1家妥兵会(CNDS)」の統介によ 0て2011年に創股

された独立行政機関「フランス洗利1謁.使官」の一共であった。この府誹のもとで、彼は近年移民

の受けノ、れに関して立て続けに出されている政府案に対し、人椛遜盟といった議倒体と共珂で批

刈している。特に、子どもの人様に関Lて作成された2016年の年汰縦告,"1において、彼は「毎

つきゃすい冊」子どもたちが趣常通り{ど挑学することの難しさを膨W■した。

↓リ、後、外倒人の子どもたちの学校教育は、いわゆる「フランス誥を習得Lていない到来したば

かりの児取のための教育単位山P瑚A)」というプログラムによって進められた。私がつどめる

プリンソン大学区には、二人のH本人研究者、団1」,1大仟ルV罰と1島埜内恵氏が以前訪れてくれた。

彼らは、フランスが外国人児童の就学にどのように取り級んでいるのかについて嗣査してぃた。

この政策の術造はCEFISEMの創股1リ、後変化した。つまり、 CEFISEMは、20舵年に「ニューカマー
'J ・゜iι

ならびにロマの子どもたちのためのアカデミー七ンター(CASNAV)」に変わり、この機関は10

年後「フランフ、語を習得していないニューカマーとロマ・,防E住者の子どもたちの学校教育のた

めのアカデミーセンター印6称は詞じく CASNAV〕」と名を冉度変えた。その湖、第二言語ある
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いは教脊言語としてのフランス語教育は、より明耐乳こ¥11"1性の高い対象になり、いわゆる

UP暖Aのプログラムは火学区学区長のイニシアティヴ次第で特別な手段が誠じられることが可

能になった。

現在の状況下で、これらは否定できない効来がありなか'らも長年継承されてきた偏見や表象に

直面してぃる。それらは多くのフランス人が共和鬮に対'して認識している考え力であ0たり、 看

誹習得の方法1こついての考えであったりする。2016年5打25日、同民議会での政府への質問の際、

ドゥ県避出議員アニー・ジュヌヴァールは、国民教育大臣ナジャット・ヴァロー=ベルカセムが

「国民の学習指導要領に公式にアラビア語学習を導入した」として彼女を非難し、以下ののよう

に淌いただした。「あなたは学習指導要領に共同体的言語を蝉入することが、国民的凝集力を侵

食する共向体主1島を助長すると懇、わないのですか御」。「共同体主繋」という喬菜は、1990年代

,1・ド感になって籾めて非常に意味深長に、公共の帯齢兪の場で用いられ、メディアで一般的1こ使川さ

れるようになった。大成功を収めた『フランス語作文、ブルターニュにおける幼少時代に立ち

戻0て』において、その蒋者モナ・オズーフは、共祠体主輯という川語を次のよう1こ紹介してい

る。「'情熱を燃発させることのできる言葉であり、弾劾することがたやすいという優れた点をも

つ言菜である。個人が可幌性や社会的承紹、という方法を斐求することで胸分のアイデンティティ

を見直すたびに、共同体主裟薪という脅しがかけられる。人はこの言禁を、共通の人闇性を雛牲

にしながら特殊な文化を評価するもので、自らの1_1↓身民族のみを弁護するもので、引き裂かれ無

限にケト剖可能なフランスを告ιナるものだと寺'える脚U。1役近の選!昼運動か'示している通り、チ戈々

はキ1.1変わらずこの状況にいるのである。

にもかかわらず、この状況において、地域語教育のぢ御畏が共同体主綻的流れの脅威としてもは

やみなされることはない、ということは重要である。学校で地域語を学ぶ生徒の数が刈えたこと

が学校外でのこれらの言需熊践の月覚めとな0て現1Ⅱしたものではないことは*災である。21・批

紀釖顕のフランスは、かくして前・批紀初頭の状況とは捉なったものになった。地妓語の教育が禁

止されなくなったのみならず、「フランスの諾言張吾岡」の中商等教育教授資絡制座が火学区によっ

て是認、されるまでになり、「フランスが受け継ぐべく遺産である地域誹U という言葉で、 75条1項

が第五共和政の制度の近代化に鬨する2008年7河23日追加法によって愆法に導入された。しかし

ながら、フランス国立統計経済研究所 aNSE助が20U年に実施した「'所報と日'常生活」という

胡査によれぱ、幼少11寺にフランス語しか話していなかったのは朋査対象者の74%だ0たのに対

し、成人するとそれは86%になり、それは首都で生まれ育った者1こつぃていえぱ93%に述した帥。

ところで、大半のフランス人は、凶分たちの子どもはドイッ人やべルギー人、スカンディナヴィ

ア人の子どもより英詔を習得できていないと信W硫けており、それゆえ、言語学者が複数言語を

より早くに学べばそれだけ各言話を習得できるという研究を示した際、ますます"斗交での英語教

壱に渠中することが靈要だと儒じ続けている。この執勤な先入観により、多くの鄭・例においてフ

ランス語を習得していない到来したぱかりの子どもたちの言語的会締哉が持つ能力をふさわしい形

で評価することが非常に難しくなる。さらに、今のところ初等教育において英語以外の言語を望
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ましい規模で導入することは禁止されている。

さて、ーつのぢ察を終えるに当たり、大学区長化 Lての私〕が楽史家〔としての私〕からハ

トンをうけと乃う。フランスにおいて今現在争J瓢のままである課題について判茄命をひき出すこと

はできないので、これらの課}纏が過去においても現在においても、教育」二の問題あるいは危機と

いうことのみならずよ1}グローバルな社会憐翹であることを、シャルル・ペギーの言菜を用いて

強湖しておきたい。ここで問遡となってぃるのは、「生活全般の危機を明らかにし告発する、生

活の都分的で突H.1した危識ι物」に鴨することである。同化から統合、そして今や包摸に筆るまで、

問わ九ている瑚題は、共和霧の学校が市民椛へのアク七スを禦備するとされたその市民椛の中身

にある。さらに、ぎ配〒に代わり制痩がよ 1)好んで使川するようになった「包摂」という薪'菜が、

いわゆる岡寺別な支援の必聾がある」1兼々な苑E'の^蹄tたち、ハンディキャップを持った生徒と

同1爪にツランス語を習得していないニューカマーの生徒に遡排されていることは衝撃的である。

吽朽川な支援の必要が島る」生徒たちが、成人して特に就職の際にブ'女市民にも差別される市民

にもな0てはならないのである。この鬪睡が引き起こした恬熱の激しさは、「凶民アイデンティ

ティ」についての議論の問踵をいわは'倍化させることにな0た。といらのは、ここで問題となっ

ているの力叫舛炎だからである。学校は、おそらくツランス社会で最も激しい議倫をり{き起こす領

城のーつである。

しかし、学校に議'兪を隈定し、フランス人の剛恕だけで済ますのは淌述いであろう。移民の受

け入れは、たとえ被らが故岡を出た動機がいかなるものでも、ヨーロッパ全体にと0て大きな挑

戦である。ドイツ各州文諦火隠会議議長のクラウディア・ポゲダンが祠1茶に、 2016年6月8日にソ

ルポンスで行われた〔フランスの〕大学区長と〔ドイ'ソ〕州文1祁火1.互との第6艇会淡の閉会スピー

チにおいて、效行尖践に関して、また受け入れ岡の公用語の学習を越えて、子どもたちとその両

親に受け入れ矧の理觧、政治制座や社会紲織の4'木的原則のj淳重を理解させることを礎進するの

に最も適した仲介形態に剛して、フランスとドイッとのパートナーシップと鄭互交流を弧化する

ことが急務であると弧苅するのに1分な椣拠があった。

フランスでは、「共1川叫的メリトクラシー岡」と速常呼ぱれているものは、もちろん第一に、

沸き苫柴とフランス語の習得に主な価仙を羅くのでΠ県題はますます困難なものになっている。

フランス語を習得していない到来したぱかりの生j走のためのクラスに受け人れる子どもたちの多

くは、すでに纏数の谷語を知っており、したが0てフランス語会a,ηの習得は奨夕常に早い。かと

い0て、この認めら九た能力によ0て、なによりもまずlrK ことの習得イこ1'礎がおかオU暁けてい

る学1瑪的価位が彼らに同じように保障されるわけではない。このようにして、彼らは苫語的困剤

ではなく文化的社会的困雌に直面し、それは学習が倒難になるりスクの商い側つきゃすい、フラ

ンス人貧困家膳の子どもたちが直面する圈難に麺側、している。学校において「公正さを榊築する

ために言語tフランフ、語の喪現形式の多様隆を普及綿リさせる必要があるとまさにされている

今このとき、教員の養成に起郷する網継がーそれは決して過小評価すべきでない真の悶難である

、学絞教育システムの硬砲性に追加される。このシステムは優秀な生徒の能力を高めるにはよ
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1〕有効だが、文化・社圭ン学習上の弱さを砧み爪ねていく考を成功させるには有効とはいえない

のである。それゆえ、この状況は、このシステムの機能を決定している規範、内容、評側1方法の

再検討を容易にするものではない。しかしながら、この子H矣討ば必斐なのである。もし我々が、

特に中等学校と猫務教育年彼併妾の迩銘指蝉段階においてこのシステムを今よりも平等なものにし

たいと望むのであれぱ。
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